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審査結果の所見 

 加齢に伴って生じる諸問題にどのように対処するかは、超高齢社会に

突入している我が国にとって解決すべき喫緊の課題といえる。本研究は

この難問に取り組むものであり、その成果には世界的な波及効果が期待

できる。応募者らはこれまでに、認知機能の衰えに関する脳メカニズム

の基礎科学的研究において成果を上げており、また同時に、高齢者の認

知機能の維持や改善についての応用科学的研究においても着実な成果を

上げている。本研究は、それらの実績を基に今後の更なる成果が期待で

きることから、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると判断した。 

 

 

 

  


